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英語のポイント：「Daft Punk is an electronic music legend.」

Daft Punk: ダフトパンク　 is: は 　Electronic music: 電子音楽　 Legend:伝説

外国語指導助手
ハンセカーの Happy Column

This year in February, electronic music legends Daft Punk 
announced their retirement. In honor of them and their 
music, I want to talk about how amazing their music is. If 
you haven't heard of Daft Punk, I am sure you have 
heard their music before. Their music, which has its 
roots in the rock and underground French electronic 
mu s i c  s c e n e s ,  f o u nd  i t s  wa y  i n t o  ma i n s t r e am  
entertainment in the late 1990s and still remains to this 
day. However, what sets Daft Punk apart from other 
famous electronic artists is that, although their music has 
been successful in the mainstream music industry, they 
have still been able to preserve their unconventional yet 
incredibly compelling sound. If you listen to their songs 
“One More Time” and “Harder Better Faster Stronger” 
you will know exactly what I mean. In particular, I believe 
that Daft Punk's “Robot Rock'' demonstrates Daft 
Punk's electronic musical genius by their use of guitar 
and voice. In the beginning of “Robot Rock'', they loop 
an instrumental punchy guitar melody. However, as the 
song progresses, you start to think, “Is this guitar saying 
words? It sounds like it is saying Robot Rock!”. Then all 
of a sudden, a robot's voice comes in clearly singing 
"Robot Rock" with the guitar, confirming your thoughts. 
Robot Rock is an awesome song. Please give it a listen! 

　今年２月、伝説のテクノユニット「ダフトパンク」

が解散を発表しました。ダフトパンクに敬意を表し、

みなさんに彼らの素晴らしい音楽を紹介します。ダフ

トパンクという名前を聞いたことはなくても、必ず彼

らの音楽を耳にしたことがあると思います。ダフトパ

ンクの 音楽は、ロックとフランスの新しい電子音楽が

起源で、90年代の終わりに音楽業界の主流となり、今

でも強い影響力を感じます。音楽業界の主流となって

からも、彼らの音楽は型破りで面白いです。ダフトパ

ンクの「One More Time」と「Harder Better Faster 

Stronger」を聴いてもらえば、私の言いたいことがわ

かります。特に「Robot Rock」という曲でのギターと

声の使い方で、ダフトパンクの天才的な電子音楽能力

を見せつけられます。「Robot Rock」は力強いロック

ギターのメロディーの繰り返しで始まります。曲が続

くうちに「え？このロックギターが何か言っている？

“ロボットロック”と言っているみたい！」と感じま

す。そして、突然ロボットの声が入ってきて、はっき

りと“ロボットロック”と歌います。この曲はとても

かっこいいです。ぜひ聴いてみてください。 
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３
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「
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の
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も
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り
方
検
討
会
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長
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。
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ら
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介
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①
園
・
校
種
間
を
超
え
た
保
護
者
の
交
流
活
動
を
図
り
、
家
庭
教
育

　の
充
実
を
図
る
こ
と
。

②
持
続
可
能
な
「
ふ
る
さ
と
」
日
南
を
創
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成

　す
る
こ
と
。

　○
「
日
南
学
」
、
「
木
育
」
を
保
育
園
か
ら
一
貫
し
て
取
り
組
み
、

　
　ま
ち
づ
く
り
の
土
台
を
形
成
す
る
こ
と
。

　○
「
日
南
学
」
、
「
木
育
」
を
社
会
教
育
に
も
結
び
つ
け
、
人
づ

　
　く
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
こ
と
。

③
学
び
つ
づ
け
る
生
涯
学
習
「
日
南
大
学
」
を
構
想
し
、
実
現
を
図

　る
こ
と
。

第
１
回
目
の
今
回
は
、
「
家
庭
教
育
」
で
す
。
答
申
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　子
ど
も
に
起
こ
る
各
家
庭
の
問
題
を
、
そ
の
家
庭
独
自
の
問
題
や
特
有
の
個
人
的
な
課
題
と
し
て

受
け
止
め
る
の
で
は
な
く
、
ど
の
家
庭
に
も
起
こ
り
得
る
問
題
と
し
て
捉
え
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ

ら
の
問
題
を
地
域
社
会
の
問
題
と
し
て
受
け
止
め
、
解
決
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
言

い
換
え
れ
ば
、
家
庭
の
問
題
を
地
域
の
問
題
と
し
て
捉
え
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
・
行
政
等
が
一
丸

と
な
っ
て
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

　こ
う
し
た
考
え
か
ら
、
家
庭
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
に
次
の
よ
う
な
対
策
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
日
常
生
活
の
中
で
大
人
が
よ
り
よ
い
人
間
関
係
の
モ
デ
ル
と
な
り
、
家
庭
、
学
校
及
び
地
域
で

　大
人
が
具
体
的
な
姿
を
示
し
て
い
く
。

○
学
校
・
家
庭
・
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
開
か
れ
た
人
間
関
係
の
構
築
が
不
可
欠
で
あ
る
。

○
地
域
住
民
を
講
師
と
し
た
人
々
の
ふ
れ
あ
い
や
学
年
を
超
え
た
交
流
の
機
会
が
期
待
さ
れ
、
保
・

　小
・
中
学
校
と
の
連
携
に
よ
る
家
庭
教
育
を
推
進
す
る
。

　令
和
３
年
度
か
ら
、
保
育
園
・
小
学
校
・
中
学
校
の
保
護
者
会
を
中
心
に
し
て
具
体
的
な
取
り
組

み
計
画
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　次
回
は
、
持
続
可
能
な
『
「
ふ
る
さ
と
」
日
南
』
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。
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方
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